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　　　漢方 エ キ ス 剤の 合方で著効 。 人 工 透析をまぬかれ

　　　て い る腎不全

鉄砲洲診療所

木下繁太朗

　対象 昭和 11 年甥 子・初診昭和 60 年 3 腱 康診断がき 。 か けで 腎不 全 饒 見 1
ケ 月入院精査 ， 1 年後 に は透 析は 不可避と 云 わ れ ， 漢方治療の 併用 で 腎透析 を回 避し たい

と云 う希望で来診 し た 。

繦 及 黻 績 入 階 ・ 膰 白（＋）・謝 ・（翁 BUN32 ，ce ・ 2．4 ，　 ＝ レ ス テ ・
一

，レ 246
，

TG232 との こ とで あ ・ たが ・ 初診時ζま羅 峭 糖←P ・ ビ 〃 一ゲ ・ （＋L　 ，ll・5．・5 ，

潜ime），雁 白趨 99 ・・嵐 黼 で 赤鹹 が …一
視野 ｝・ 5 〜 10 個 （以 下略 ）で ， 食事は

東京医科歯科大 の 主治医 の 指示 に よ り 1 日 2000kea6 ，蛋白質 409
， 食塩 59 の 厳重 な

食事療法を守 っ て い る 。

　初診医 に よ り八 味地 黄丸 59 分 2 （ツ ム ラ ）が投与 されたが
，

1 ケ 月後の 60 年 4 月 に

診察， 著明な臍
一
ド不 仁 ， 軽 い 胸 脇苦満と臍上悸があ り， 柴胡桂枝湯 7．59

， 牛車腎気 丸

7．59 （ツ ム ラ ）， 紅 参 4．59 を併 用
， 以後投与 を続けた 。 1年後の 昭和 62 年 2 月 に 左

下腹部に綴痼 を認め
， 前記処方に 桂枝茯苓丸 59 分 2 を追加 した 。

　こ の 間 Uましば風 邪症状 があ っ たが ， 葛恨湯，葛根湯加 桔 梗石 膏 の 早期で解決，叉 時 々 口 内

炎もお こ した が黄連末 の 外用 で 治癒 して い る 。 当所初診 よ り 2 年半 目に は 医科歯科大 の 主

治医 より腎機能が改善 して い る こ と， 父 蛋 白質摂取 量 を増加 して 良 い こ とを指示 さ れ て い

るo

考察 ’結論 儲 は勸 薬酬 後 3 年以上 を経過 したが，経週 賭 で ，耐 こ の 醗 物

内装 の ハードな仕 事をこ な して い る。 而 も治療 に 満足 し
， 自信 を深 め て い る 。 漢方 エ キ x

剤 の 3剤以上 の 強力合方で 効果をあげて お り， 重症疾患 ， 難 治疾患に は 多剤投与が必要 で

あ ると感 じて い る 。
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